
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査結果 

添付資料 １

1mm

ﾈｼﾞ谷

同上 赤枠部拡大状況 

油面計外観状況(ﾈｼﾞ部) 

※電子顕微鏡写真 

① 鉄 1mm

③ アルミ合金 ② アルミ合金 
1mm ④ アルミ合金 

1mm 

調速装置をメーカーの工場に持込み調査を行った結果、以下が判明。 

・金属の異物が認められ、成分分析の結果、鉄およびアルミ合金と判明。（図１） 

・油面計の接続ネジ部に損傷が確認された。（図２） 

異物（金属片）は、油面計ネジ部のものと推定。

１Ａ－非常用ディーゼル発電機 

調速装置をメーカーの工場に持込み調査を行った結果、以下が判明。 

・調速装置内部にシールテープと思われる異物の混入が確認された。（図３） 

成分分析を行った結果、異物はシールテープであることを確認。 

１Ｂ－非常用ディーゼル発電機 

非常用ディーゼル発電機系統概略図 

泊発電所１号機 非常用ディーゼル発電機起動不能の原因と対策についての説明図（１／２）
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個数 ：２ 

機関 ：出力：６７００馬力／個 

回転数：毎分４２８回転 

発電機 ：容量：５９２５ｋVA／個 

電圧：６９００Ｖ 
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推定原因 

対 策 

○ １Ａ、１Ｂ－非常用ディーゼル発電機とも、調速装置を工場で分解点検し、異物を除去した。

○ １Ａ－非常用ディーゼル発電機の調速装置については、パイロットバルブプランジャおよび油

面計を交換した。 

○ １Ｂ－非常用ディーゼル発電機の調速装置については、油面計を交換した。 
 

なお、再発防止対策として以下の事項を実施する。 
 

・調速装置等の継手部の現地脱着作業の取りやめ 

・調速装置ネジ部のシール方法の改善 

・異物混入防止対策の改善 

泊発電所１号機 非常用ディーゼル発電機起動不能の原因と対策についての説明図（２／２）
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調速装置 拡大図 

１Ａ、１Ｂ－非常用デ

ィーゼル発電機とも、

異物が調速装置の動き

を阻害し、１Ａ、１Ｂ

－非常用ディーゼル発

電機が起動できなかっ

た。 

シールテープ 
使用部位 

非常用ディーゼル発電機 

調速装置概略図油面計の 
接続ネジ部 

約 40cm 

推定原因


